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1．はじめに 

近年，情報技術の発達により，e ラーニングシ

ステムに代表されるコンピュータなどの情報機

器を用いて個別学習を支援するシステムが登場

している．そうした中でコンピュータに教師の

よ う な 役 割 を 担 わ せ る ITS(Intelligent 

Tutoring System)研究も盛んに行われている[3, 

4]．しかし，そのようなシステムで利用される

知識ベースや，学習問題の多くは人手で作成さ

れているため，構築に大きなコストがかかると

いう問題がある． 

そこで我々は問題生成のための知識ベースと

して利用でき[5]，学習にも利用できる知識が格

納されていると考えられる Wikipedia に着目し，

記事のタイトルが正解となる一問一答形式の日

本史人物問題を生成することに成功した[1]．文

法的には 85%を超える正しさで問題文を生成でき

たものの，解答が複数存在していたり，問題内

容がマニアックすぎて普通なら誰も正解できな

かったりする問題が多数生成されてしまった． 

そこで本研究では，一問一答形式で生成され

た問題に誤選択肢を付与し，誤選択肢を操作す

ることでこのような不都合にも対応できると考

え，Wikipedia を LOD (Linked Open Data)とし

て公開している DBpedia Japanese を利用して誤

選択肢を生成する 

 

2．DBpedia Japanese 

 本 研 究 で は ， 誤 選 択 肢 生 成 に DBpedia 

Japanese を用いる．DBpedia とは Wikipedia か

らの構造化コンテントの生成を目的とするプロ

ジェクトである．2011 年 09 の時点で，英語の記

事を主に対象としている DBpedia のデータセッ

トは 364 万件以上の事物を扱い，うち 183 万件

が一貫したオントロジーに分類されている．本

研究では日本史を対象としているため日本語記

事を対象とした DBpedia Japanese を用いる．

DBpedia ではリンク構造や使用しているテンプレ

ート，インフォボックスをトリプル構造として

構造化している．このトリプル構造を利用すれ

ば似た記事の収集や記事同士の関係を抽出する

ことも可能である．本研究では，この特徴を利

用して，誤選択肢の生成を行う． 

 

3．歴史人物問題生成 

Wikipedia の 人 物 一 覧 ペ ー ジ を も と に

Wikipedia のダンプデータを抽出し，「問題作成

用データベース」を構築した[1]．本研究では，

このデータベースを用いて問題生成を行う．問

題生成には Wikipedia の編集用タグを削除した

記事のアブストラクトを使用する． 

3.1 問題生成アルゴリズム 

Wikipedia のアブストラクトを疑問文にするた

めには平叙文を疑問文に変換する必要がある．

疑問文を生成する際，日本語は「～ですか？」

などの助辞「か」を含む助詞を語尾に付与すれ

ば疑問文になることに着目した．自然な疑問文

にするためには，文末の表現によって繋ぎの役

目を果たす語句を間に挟む必要がある．そこで，

Wikipedia 記事のアブストラクト部の文末表現を

調査し，どのようなパターンがあるかを分類し

た結果，文末が 

①助詞・助動詞 

②サ変接続の体言 

③サ変接続以外の体言 

の 3つとなる場合が多いことがわかり， 

① 「のは誰ですか？」 

② 「したのは誰ですか？」 

③ 「は誰ですか？」 

をそれぞれ文末に追加することで，自然な疑問

文を生成する．また，文末表現を置換すること

で，「幼名は竹千代であるのは誰ですか？」の

様に 1 つの分節に助詞の「は」を含む分節が 2

つ以上係る，もしくは助詞の「は」がある文節

に他の助詞の「は」がある文節が係るといった，

日本語として不自然な表現となってしまう場合

がある．この問題を解決するために，日本語係
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り受け解析エンジン Cabocha 用いて，助詞

「は」が存在する場合，その助詞を「が」に変

換する機能を追加した． 

3.2 問題生成の課題 

 本方式では生成した問題文の内容理解までは

行っていない．そのため 

・三英傑の一人であるのは誰ですか？ 

・戦国時代の武将・戦国大名であるのは誰です

か？ 

のように複数答えが存在する問題も多数生成さ

れた． 

 また， 

のように質問の内容が一般的でないため，一問

一答形式の問題文には適さない文も生成されて

いる． 

4．誤選択肢生成手法 

前章であげた解答が複数存在するという問題

に対する解決策として，他の正解を除去し，誤

選択肢を付与した多肢選択問題とすることで，

解答を一つにすることができる．この機能を実

現するために DBpedia のトリプル構造を SPARQL

で検索する．  

4.1 誤選択肢生成アルゴリズム 

 誤選択肢生成のためにまず，問題作成の対象

となる記事(以降，対象記事)の記事名が主語(S)

となるプロパティ(P)とオブジェクト(O)の組(以

降，PO セット)を全て検索する．そのようにして

収集した各 PO セットについて，同じ PO セット

を持つ記事を検索する．この方法で検索された

記事群は，対象記事と同じ PO セットを持ってい

るわけだから，類似した要素を有する可能性が

ある．従って，このような 記事は，誤選択肢と

なりうる． 

さらに，PO セットの組み合わせを使って検索

することにより，この組み合わせ条件にマッチ

した記事がえられる．全ての PO セットの組み合

わせについて検索を実行し，誤選択肢を生成す

ることが理想的である．しかし現実には，組み

合わせが爆発し，サーバが処理不能になるため，

以下の方法で，組み合わせ対象とする PO セット

を限定することにした． 

- ある PO セットによる検索結果の 80%以上が 3

章で述べた問題生成用データベースに登録さ

れている場合(一致率による制約) 

- 問題生成用データベースに登録されている記

事の 30 パーセント以上が含まれていた PO セ

ット(網羅率による制約) 

以上の条件を満たす PO セットを誤選択肢生成用

PO セットとする．最大 3 つの PO セットの組み合

わせにより検索を実行し，検索結果の記事が 2

つ以上 50 以下のものを誤選択肢候補とした． 

 次に生成された問題文の名詞，複合名詞を全

て抽出し，誤選択肢生成用 PO セット中の O の名

詞に照合し，同じ名詞が見つかった場合は，正

解である可能性があるため，誤選択肢として採

用しない．こうすることで複数の解答が存在す

る問題文に解答以外の適切な誤選択肢を付与す

ることが可能になった． 

5．まとめ 

本研究では自動生成した問題文に適切な誤選

択肢を付与する方法を提案した．自動問題生成

の問題点の一つである「解答が複数存在する」

という問題点に対して適切な誤選択肢を付与で

きた． 

今後の課題として，生成した誤選択肢とそこ

で用いた PO セットの更なる利用である．まず必

要なのは，生成された誤選択肢群の評価である．

どの PO セットを用いると教育に効果的かを評価

する必要がある．更に PO セットを分析すること

で，どのような属性において各記事が近いかを

判別可能である．教育的な重要度と属性の 2 つ

の側面においてが判別できれば，教育利用に際

し，さまざまな要素で学習者が間違いやすい誤

選択肢を生成することができる． 
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